
第２５回 青梅市公共交通協議会 

基本計画推進状況について 

１．市広報紙による公共交通の利用促進について 

２．観光におけるＭＭについて 

３．学校におけるＭＭについて 

４．公共交通ガイドの更新について 

５．河辺下地区について 

６．その他 

平成３０年３月２９日 
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１．市広報紙による公共交通の利用促進について 

「広報おうめ」平成２９年１２月１５日号（43,100 部印刷発行） 

「広報おうめ」平成３０年３月１５日号（43,100 部印刷発行） 
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「広報おうめ」平成３０年３月１５日号（43,100 部印刷発行） 
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【市広報紙に秋頃予定している公共交通特集記事（案）】 

不便に

なる

利用者

が減少

運賃収入

が減少

赤字路線の

減便・ 廃止

利用者減少による悪循環

一人一人が考えよう 、 公共交通の持続に向けて

１ ０ 年後に公共交通を残せるか⁉
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資料：東京都統計年鑑 
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資料：東京都統計年鑑
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２．観光におけるＭＭについて 

（１）観光における MMのターゲット及び配布場所 

 青梅市内の観光地に対応したチラシを作成し、情報提供する 

＜観光におけるMMのターゲット＞ 

 観光におけるMMのターゲットは、基本的には青梅市民以外の方とする 

＜配布場所＞ 

 作成したチラシは、青梅市観光部局で作成しているチラシとともに、青梅駅の観光案内所や、

市の資源を宣伝するイベント等で配布するとともに、中央線の主要駅（立川駅、国分寺駅等）

での配布を検討する 

 さらに、青梅市民以外の方に再訪していただけるように、チラシの対象地域の飲食店や公共

施設での配布も検討する 

＜青梅市民に対する観光におけるMM＞ 

 青梅市民に対して、公共交通ガイド内にチラシの内容の概要を掲載することで、公共交通の

利用を促進する 
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（２）配布チラシ 

 前回協議会でのご意見を踏まえ、高水山のチラシを修正 

 さらに、4月以降配布することを想定しているため、４～６月に開催される塩船観音つつじまつ

りや吹上花しょうぶまつりへの来訪者をターゲットとして、チラシを作成 

＜前回協議会におけるチラシへのご意見＞ 

 ハイキングの際の食事やお土産などの情報も載せるべき 

 もう少し魅力的に、キャッチコピーのようなもの付けて、わかりやすくしてほしい 

（３）チラシ配布における効果の検証 

 青梅駅の観光案内所において、チラシの配布枚数を確認し（実際には、残枚数を確認）、ど

の程度の人たちにチラシが行きわたったかをモニタリングする 
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■高水山版 
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■塩船観音・しょうぶ園版 
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３．学校 MMについて 

（１）市教育委員会へのヒアリング 

 再来年度以降、学校教育MMを実施することを想定し、教育委員会に学校MM を実施する

ためのスケジュール感、プログラム、調整方法等について、ヒアリングを実施した 

＜ヒアリング結果＞ 

 学校教育におけるMMの実施の可否 

⇒実施する事は問題ない 

⇒教育委員会としては、各学校の授業プログラムの作成には関与していない 

 MM を実施する際の調整方法（いつまでに、どこで、何を調整する必要があるか） 

⇒翌年の事業プログラムは秋には決めている 

⇒そのため、それまでに企画書を各学校宛に送付することが必要になる 

⇒そのうえで、もし実施したい小学校があれば、その小学校と調整することになる 

 現在実施している学校教育MM（もし実施していれば） 

⇒特に実施していないが、数年前に CO2削減のプログラムを都内小学校で実施していた 
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（２）今後の検討方針 

 再来年度の実施を想定し、各小学校への配布する企画書を作成し、教育委員会を通じて各

小学校宛に送付 

 もし実施したいという学校があれば、実施にむけてツール、プログラムなど、具体の実施方針

を作成 

＜想定する施策メニュー＞ 

①乗り方教室 

 小学生（主に２年生）を対象に、路線バスを用いた乗車体験を踏まえながら、乗り降りの仕方

やマナー、公共交通としての路線バスの大切さ等について学習してもらう 

 学習を通して、路線バスに興味や親しみを持ってもらい、路線バスに乗車する機会の増加や、

将来も移動手段の一つとして自然に選択できるような意識の醸成をはかり、路線バスの永続

的な利用促進につなげる 

出典：西東京バス HP 

写真 乗り方教室 
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②出前講座 

 バスの乗り方や特徴などを、クイズ形式で実施し、楽しみながら学習する 

 出前講座を通じて、公共交通に関する関心を促し、お出かけの際に、積極的に公共交通を

利用してもらう取組 

出典：横浜市 HP 

写真 出前講座概要（横浜市） 
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４．公共交通ガイドの更新について 

（１）公共交通ガイドの更新の方針 

 平成 30年 3 月に公共交通ガイドを更新するが、更新内容は以下の通り 

 公共交通ガイドとともに、バスの利用を促すために、啓発チラシを同封し、配布する 

＜公共交通ガイドの更新箇所＞ 

① 公共交通ガイドの表紙イラスト 

 毎年、表紙イラストは別のものを作成し、掲載しているため、今年度も新たに作成 

② 公共交通ガイド表紙下スペースの内容 

 昨年度までは、バス利用を喚起する情報を掲載していたが、今年度は、公共交通ガイドと一

緒に啓発チラシも配布することから、別の内容を検討する必要がある 

 そのため、市内の資源（観光地、病院、商業施設）へ公共交通を利用して訪問してもらうため

の情報（ここへはこの系統のバスを利用すると行けます、といった内容）を掲載 

 今年度は、市内の観光地を対象として、観光におけるMMで作成したチラシ（高水山）の簡

易版を、公共交通ガイドに掲載する 

③ バス路線図の更新 

 市民斎場線を削除 

 東青梅駅～河辺駅南口系統の追加 

④ 時刻表の更新（廃止路線、時間変更等） 

 市民斎場線の時刻表を削除 

⑤ 啓発チラシ …別紙 

① 

② 
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（２）啓発チラシについて 

 啓発チラシは、路線バスを取り巻く現状及び今後の方向性、公共交通に関する問題と課題、

公共交通を利用するメリット（マイカーからバス利用への転換を促す）について掲載する 

＜前回協議会におけるチラシへのご意見＞ 

アクションにつながるような構成があると良い 

高齢化率をもう少しわかりやすくする 

公共交通を使うことのメリットが先にあると良い 
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５．河辺下地区について 
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京王自動車へのヒアリング結果 

平成 30年 2 月 6日、青梅市役所 

 京王自動車多摩西では、町田市や八王子市で乗合タクシーの運行を検討している。駅と駅

から離れた団地を結ぶ路線形態である。１運行で 1,500 円程度の運行経費となり、利用者は

一人 200～300 円負担で、残りは市が負担している。 

 乗合タクシーの運行には乗客６名乗りの車両を予定し、経費は、１運行当たり基本料金（730

円）＋対距離料金（90 円/278m）＋迎車料金（410 円）で計算している。河辺下から河辺駅を

回って総合病院まで行くと、距離から計算すると１運行当たり 1,410 円程度となる。 

 河辺下に乗合タクシーを検討するのであれば協力していきたいが、今までの雨天時のタクシ

ー呼出し状況などからみると、どれほど需要があるかはわからない。あるとすれば、駅から近

いので通勤通学より病院や買物の高齢者ではないか。 

 デマンド型の予約運行の場合は限定車両を使用するので、事業者としては定時定路線で運

行が決まっている方がやりやすい。（乗客６名乗りは現在１台） 

 会社の乗合タクシーの免許は、八王子市の方で取得する予定なので、青梅市での運行にも

適用が可能である。 

 利用者の運賃だけで成り立つには、１人300円くらいにして 5人乗らないといけないので、ハ

ードルは高い。 
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６．その他 

小曾木地区における公共交通に関するワークショップへの参加 

（平成 30 年 1 月 23 日、小曾木市民センター） 

 平成 29 年度青梅市市民提案協働事業「おそきの未来の青写真を創る事業」において、公共

交通（バス等）の現状と各地での取組みについてのワークショップが開かれ、市職員及びコン

サルタントで参加し、公共交通の現状と、他の地域での生活交通の状況について、報告し、住

民の皆様と意見交換を実施 

出典：おそきだより 23号 

図 ワークショップ結果 


